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（写真）Shutterstock “OPEC の月例報告書よりベネズエラの産油量・原油価格等を確認” 
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油輸出国機構（OPEC）は、毎月 OPEC 加盟国

を中心とした原油関連レポートを公表して 

おり、ベネズエラも OPEC加盟国として一部統計情報

が掲載されている。 

 

マドゥロ政権は長い間、原油関連の統計更新を停止

しており、そんな中で OPECのレポートはベネズエラ

を知る貴重な情報源となっている。 

 

本稿では、OPEC の月例レポートからベネズエラの原

油関連の統計を紹介したい。 

 

 

 

OPEC の月例レポートで公開されているベネズエラ

関連の統計情報は主に３点。 

 

１つ目は、産油量（ベネ石油省報告、２次情報源）。 

２つ目は、ベネズエラ産原油 Merey の原油価格。 

３つ目は、リグ稼働数である。 

 

１つ目から順に紹介したい。 

 

次ページの表は２０１９年１月～２０２５年３月ま

での毎月の産油量の推移。OPEC は、２次情報源

（Secoundary Sorce）とベネズエラ石油省の Direct 

Sorce の２種類を公表している。

トランプ政権２期目以降も増産傾向続く 
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青い折れ線グラフが「ベネズエラ石油省」が報告する

産油量。オレンジ色の折れ線グラフが「二次情報源」

の産油量。なお、二次情報源の産油量は暫定値で頻繁

に変動する。 

 

グラフ中の各年の平均産油量（日量）はベネズエラ石

油省が OPEC に報告している産油量となっている。 

 

グラフの通り、基本的にベネズエラ石油省が報告する

産油量の方が、二次情報源の産油量よりも多い。 

これは、ベネズエラ石油省の報告値には産油時に使用

した添加剤などが含まれているためとされている。 

 

ベネズエラ石油省によると、２０２４年の平均産油量

は日量９２．１万バレル。前年よりも日量１３．８万

バレル（１７．６％）増えたとしている。 

 

 

２０２１年に米国でバイデン政権が発足し、対ベネズ

エラ方針が軟化した。 

 

米国の方針転換を受けて、ベネズエラの産油量は２

０２０年を底に増加傾向にあったが、２０２４年は

２１年、２２年、２３年と比べて産油量の増加率が

大きくなった。 

 

また、２０２５年１～３月の平均産油量は日量１０

３．４万バレル。２４年の平均から日量１１．３万

バレルと急激に増加している。 

 

２５年にトランプ政権２期目が始まり、ベネズエラ

への圧力方針の再開が予見されているが、Chevron

および Repsol、Eni など各外国企業の制裁ライセン

スの失効日は５月２７日であり、現時点で統計を見

る限りベネズエラの産油量に著しい影響は確認でき

ていない。 
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2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

産油量（ベネズエラ報告） 産油量（第三者調べ）

グラフ：ベネズエラの平均産油量（2019年１月～2025年3月）

（出所）OPEC Direct Communication

（注）各年平均はベネズエラ報告を参照

（単位： 千バレル／日）

2020年

平均日量

56.9万バレル

2019年

平均日量

101.5万バレル 2021年

平均日量

63.6万バレル

2022年

平均日量

71.6万バレル

2023年

平均日量

78.3万バレル

2024年

平均日量

92.1万バレル

2025年

平均日量

103.4万バレル
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また、「２次情報源（Secoundary Sorce）」の平均産

油量（２０２０年～２４年）は下表の通り。 

 

２次情報源によると、２０２４年の平均産油量は日量

８７．４万バレル。前年よりも日量１１．１万バレル

（１４．５％）増えたとしている。 

 

産油量に違いはあるが、２０２４年に産油量が大きく

増えている点はベネズエラ石油省の報告と同じと言

える。 

 

なお、２０２５年の産油量（２次情報源）は、 

２０２５年１月が日量９１．３万バレル 

２０２５年２月が日量９１．２万バレル 

２０２５年３月が日量９１．１万バレル 

 

２０２４年の平均産油量よりも多いが、産油量は微減

傾向にあるとしている。 

 

ただし、２次情報源の産油量は頻繁に変動するため、

この数字は参考値ということになる。 
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次に「ベネズエラ産原油の価格」について確認したい。 

 

ベネズエラ産原油と言ってもいくつかの油種がある

が、OPEC はその中でも代表的な原油とされる Merey

原油の価格を公表している。なお、比較するため WTI

の価格も併記している。 

 

青色の折れ線グラフは Merey 原油の価格。 

オレンジ色の折れ線グラフは WTI の価格。 

棒グラフは両者の価格差である。 

 

歴史的に言えば、WTI と Merey 原油の価格差は１バ

レル当たり６～９ドルほど WTI の方が高いのが通例

だが、米国の経済制裁を受けて以降、両者の差は拡大。 

 

下グラフの通り、Merey 原油と WTI には１バレル１

０～２２ドルほどの価格差が生じるようになってい

た。 

 

しかし、２３年にバイデン政権が Repsol、Eni、

Reliance など他国のエネルギー会社にも PDVSA と

の取引を認めたことで両者の価格差は縮小。 

 

２０２５年に入っても Merey 原油と WTI の価格差

は１バレル６～８ドルと歴史的に見ても違和感のな

い価格差になっている。 

 

もし５月２７日に制裁ライセンスが失効すれば、両

者の価格差は再び拡大すると思われる。 
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グラフ：WTI・Merey原油の価格推移および価格差

（単位：ドル／バレル）

（出所）OPEC

２５年現在も WTI と Merey 価格差は小さい 



 
Venezuela Weekly Report 

No.４０５   ２０２５年５月７日（水曜） 

5 

 

 

最後にベネズエラの採掘装置（リグ）稼働数について

確認したい。 

 

２０２０年には１５のリグが稼働していたが、２１年

には６、２２年には３に減少。２３年からは２のまま

変わっていない。 

 

リグを稼働させるためには、数カ月以上の比較的長い

時間と多額の費用が必要になる。リグを稼働するかど

うかの判断は、これらの投資に見合う利益が取れるか

がポイントになる。 

 

トランプ政権の発足を受けて、ベネズエラの石油産業

は不安要素が増している。この状況でリグ稼働数が増

えるのは期待しにくいのが現状だろう。

以上 

２３年からリグ稼働数は「２」のまま 


